
26
先負 金

ののも旬

文化財防火デー

コラーゲンの日

タラバガニ科。カニではなくヤドカリの仲間です。旬は冬で脚を広げると1m以上にもなるも
のもあり、甘く濃厚な味は、カニの王様の名に恥じない美味しさです。名前のとおり、タラのい
る所でとれるカニであるところからタラバガニの名称がつきました。北海道以北か日本海沿岸が
主産地で、焼いたりゆでたりして食べると絶品です。

コラーゲンという言葉がまだ一般に馴染みの薄い時代、日本皮革研究所（現（株）ニッピ）
の研究員・西原富雄氏がコラーゲンの可溶化に成功して特許を出願した日に由来して制定。
この技術の開発が化粧品や食品などコラーゲンを広く製品化することを可能にし、その後
のコラーゲン研究を大きく進める出発点となりました。

1949（昭和24）年、奈良の法隆寺金堂の火災により、貴重な壁画などを焼損しました。これ
をきっかけに、翌1950（昭和25）年に文化財保護法が制定され、1955（昭和30）年に文化
庁と消防庁がこの日を「文化財防火デー」と定めました。各地で文化財の防火訓練が行われ
ています。

鱈場蟹（たらばがに）１

27
仏滅 土

ののも旬

国旗制定記念日

求婚の日

肉の加工品で、豚肉を塩漬けし、スモークしたものもあります。日本で最初にハムが製造され
たのは明治5（1872）年で、長崎県大浦の片岡伊右衛門という人が、アメリカ人からハムの製法
技術を学んで試作に成功しました。ハムは豚肉から作った肉製品の一つで、もとは豚のもも肉と
いう意味です。

1883（明治16）年のこの日、新聞に初めて求婚広告が掲載されました。中尾勝三郎という
人が広告を出し、近くに住む19歳の女性が応募して結婚。世界では1695（元禄8）年、イギ
リスの新聞に「当方、年齢30歳、資産家、3,000ポンド程度の財産を有する。若き淑女を伴
侶として求む」と求婚広告が掲載されたのが初めてでした。

1870（明治3）年、太政管布告第57号の「商船規則」で、それまで船によってまちまちだっ
た国旗のデザインや規格が示されたことに由来します。現在の国旗の規格は1999（平成
11）年8月13日に公布・施行された「国旗国歌法」により、縦横の比率は2：3、日章の直
径は縦の長さ5分の3で日章の中心は旗の中心となっています。
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